
ポータブル高速粉砕器

この度は 【ラボミルサー LM PLUS】 をこ購入しヽただき

誠にありがとうこざいます。本機を正しく事故のなしヽよ

うにお使しヽしヽただくために、こ使用前に必す、この取扱

説明書をお読み下さしヽますようお願しヽ申し上ザます。
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各部の名称と働き

⑤粉砕槽

④ミクロン容器

(メタアクリル樹B旨製)

⑤カッター

Oパ ッキン

合わせ突起 (B)

本体側スイッチ部 (D)
合わせみぞ (C)

⑥本体

①リセットスイッチ

コード収納日

必要な員さの電源ヨードを本体哀のコード収細日から引き出し

3つ 付けみぞにうつ掛けてセットします。余ったコードは収納し

ておきます。

コード

Oス イッチカパー スイッチ突起(A)

‖ 意
狩

0大 容器 (ガラス製) ③小容器 (ガラス製)

⑥容器フタ

コード引つ掛けみぞ



告部の名称と働き

①スイッチカパー

スイッチ突起部 図ヽ1(A)が本体側スイッチ部‐図1(D)に合うようにセットして、スイッチカバー上部を

手で押すと器械は作動し、手を放すと器械ほとまります。

②大容器(ガラス製)

ジュースやスープ等液体状態の試料の作成や軽い試料で用皇が多い場合に利用します。

③ 」ヽ容器(ガラス製)

試料を粉砕し、粉体状にする時は、この小容器を利用します。サン功 レが乾燥しておれば乾燥している

ほa綱 かく綺麗に粉砕できます。ラボミルサーの標準容器です。

④ミクロン容器(メタアクリル樹脂製)
ごく少量の試料を粉砕する時、大きな容器では粉砕効率が悪く、粉砕後の試料回収に手間がかかりま

す。また、大きなガラス容器で粉砕したがもつと細かく粉砕したい場合、適量をミクロン容器に移し替

えてさらに細かく粉砕する時に利用します。

③粉砕槽

粉砕槽に容器をセットし、本体に装着して粉砕植のカッターを回転させて粉砕します。

⑥カッター

カッターは20000rpm(一分間に20000回転)のスピーに回転します。カッターの材質はステンレスです。

①パッキン

粉砕槽内側の溝にピッタリとはまります。粉砕槽と告容器とのクッションに、また、シール材として内部

試料の痛れを防さます。大事な部品です。

③本体

粉砕槽のカッターを駆動させるモーターを組み込んだラボミルサーの心開部です。この本体を水に

浸けたり、水をめ‖すたりは絶対にしないでください。ショートや感電の恐れがあります。又、本体察側に

はモーターの焼付けを防止するリセットスイッチがついています。

③容器フタ

粉砕した試料を塵、挨等汚染から守ります。

① リセットスイッチ

モーターに過負荷がかかつたとき、自動的に本体の電源が切れて、過電流を防止します。モーター停

止後、10秒以上たつてリセットスイッチを押して下さい。モーターの機能が復帰します。
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> 容器と粉砕槽のネジ部を合わせて粉砕
柏を93計回り (右回り )に回してきち

んと閉めます。ゆるい場合は試料がも

れてしまう場合があります。

次に電源ブラグをコンセントに差

込 手 でスイッチカパーを押して

作勁させます。スイッチカブヽ一か

ら手を放すと自動的に作動は止ま

ります。

谷器を逆さまにして 本 体にセッ

トします。セットする崎は 粉 伸

槽の合わせ突起 図](B)を本体の

合わせ湛 図1(C)こ合わせて 本

体側に合うようにはめ込みます。

容器と粉酔槽が本体にきちつとは

まつてtlないとスイッチが作動し

ません。
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使用後の洗擦

n ラ ボミルサーを使用された後は、粉砕槽、使用容器を洗綜して下さい。

2 洗 族に際しては、使用した粉砕槽や容器に残つた固形物をヘラやブラシ等で取り出し、出

来るだけ固形物が残らないように処理してください。

3 処 理した後、容器に容器容量の半分程度の水を入れ そ の後、家庭用中性洗剤を 1～2滴

入れ、粉砕槽を容器にセットして本体に取り付け 15～ 20秒 ラボミルサーを作動させ、

隙間部分の汚れを洗練します。

4 そ の後 あ らためて柔らかいスボンジタワシに台所用中性洗斉」を使つて汚れを落とし、水

でよくすすいでください。

5 洗 族が終わつた後は、十分に自然乾燥させてください。

6 本 体の水沈いは絶対にしないでください。ショート、感電等、故障の恐れがあります。

フ 本 体の清掃にはウエットティッシユのような柔らかい、本体を傷付けないものでふき取つ

てください。

煮沸消毒

〕 ラボーミルサーの粉砕槽とガラス容器は煮沸消きが出来ます。

(但し ミ クロン容器は煮沸消毒は出来ません)

2 よ く洗棒された粉砕槽とガラス容器を さ れしヽ こ洗つてある鍋に水を入れます。

3 水 の量はガラス製容器、粉砕槽が完全にかくれるまで入れてください。

4 鍋 をカロ熱し、沸騰したら時間を計り、沸騰後 3分 程したら 加 熱を止めます。

5 加 熱停止後は、速やかに適当な取出し器具を使つてガラス容器と粉砕槽を鍋から出し、自

然放置して冷ましてください。

6 煮 沸後の粉砕槽、各容器を扱う場合、熱を遮断する」ム付軍手か、それに類するもので取

り扱つてください。

フ 煮 沸消毒後は必す十分に冷めてからご使用ください。

※ガラス容器は急速な温度の変化や衝撃に脆いので お 取扱しヽこよ十分に気をつけて下さい。

粉砕槽の分解掃除

]粉 砕槽は各部品を外して分解掃除することが出来ます。

2 粉 砕槽の裏狽1のジョイント部を手で押さえ、カッターを指で持つて左回しに強く回します。

カッターが外れます。外したカッターを洗つてください。その際 シ ャフトは抜かないで

ください。

3 パ ツキンは、外しやすくする為に、水をかけてよく濡らしておきます。

パッキンの周上内側の一部に小さな窪みがありますので、そこに爪楊枝等を差し込んで

引つ掛けて外します。外したパッキンを洗つてください。

4 粉 砕槽を洗う場合 シャフトが抜けないようにジョイントを手で押さえて沈つてください。
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注 意 事 項

● 改造はしないで下さい。火災、感電、怪我の原因となります。

● 電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差込がゆるい時は使用しないで下さい。感電、

ショート、発火の原因になります。

● 本体を水につけたり、水をかける等は絶対にしないて下さい。ショート、感電の原因になります。

● 千椎茸の塊や根昆布等、非常に堅いもの、千切り大限等の繊維質の強い試料の粉砕はしないで

下さい。カッターの破損の原因になります。

● 容器を粉砕槽に装着する際に、パッキンが所定の位置からすれていないことを確認してください。

パッキンがすれていると、作動時にカッターがパッキンにあたり、切れてしまい、試料に混入する恐

れがあります。

● 作動はスイッチカバー以外ではしないで下さい。

● 電源コードを傷つけたり、曲げたり、ねじつたり、加工したりしないで下さい。電源コードが破損し、

火災、感電の原因になります。

● ガラス製の容器は降下、上昇の温度差が40℃ 以上の急激な冷却や加温をしないで下さい。破損

の原因になります。

● 作動は平らで安定したところで行つてください。

● 部品の取付け、取外しやお手入れをする際、電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。

● 粉砕槽容器類は電気機器類での洗浄、乾爆はしないで下さい。破損、変形の恐れがあります。

● 試料を入れない状態でのから回しは絶対にしないで下さい。モーターや粉砕槽が傷み、故障の原

因になります。

● 容器と粉砕槽がきちんと装着されていない状態で、無理にスイッチカバーを押さえつけないで

下さい。安全装置洲動き、故障の原因になります。

● 一回の運転は連続 5分 以上行わないで下さい。モーターや紛砕槽が傷み、故障の原因となりま

す。
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部品のご案内 仕 様

スイッチカメヽ一

iPN U53 ¥2600

‖ ぷ
/う

大ガラス容器

■J番 IPN U51 ¥2,500

粉砕槽

型番 :PN」 5フ ¥5500

③

小ガラス容器

聖番 :PN」 54 ¥1500

粉砕糟用カッター

型番 :PN‐」56 ¥1500

ミクロン容器

:PN‐ 」55 ¥3000

粉砕憶用パッキン

型番 :PN U52  ¥600

ミニブラン

型番 「PN可 50 ¥1,000

仕様 型 式 LM―PLUS

電 源 100V50/60Hz

電 気 容 量 200W

定 格 5分

回  転  数 20,000「 pm

寸 法 (縦)103× (横)]13× (高さ)230mm

※スイッチカバーセット時

重 白重 1 5kg※ 大ガラス容器セット時

商 品 構 成 本体十部品①～①、③

1面 格 ¥1フ 500

6



お問い合わせ

臨》夫順ケミカル株式会社
T530‐0045

大阪市北区天神西町5番17号 アクティ南森町2F
TEL 06-6311-1050 FAX Oは 6311‐1070
E mall・info@daichem.cotjp
http:〃www.daichem.co.jp


